
項 ⽬ 内 容

名称 アマチャヅル [英]Sweet tea vine、 Gospel herb、Jiaogulan [学

名]Gynostemma pentaphyllum (Thunb.) Makino

概要 アマチャヅルは、ウリ科に属する多年⽣、つる性草本植物で、茎は4〜5 m、根茎は

横⾛する。花期は8〜9⽉。6〜8⽉に葉を採集して⽇⼲しにし、薬⽤部分として使⽤

する。北海道〜九州、朝鮮半島、中国、インド、マレーシアに分布。中国語名は絞

股藍で、古くから咳や慢性気管⽀炎の⺠間療法に使われていた。アマチャヅルの葉

や茎から薬⽤⼈参と同じ構造をもつサポニンが多く同定されたため、第⼆のニンジ

ンと呼ばれその健康効果が注⽬されている。

法規・制度 ■⾷薬区分

・全草︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原

材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・葉にはダンマラン系サポニンである20 (s) -プロトパナキサジオールを基本⾻格

とする多くのギペノサイド類を含むことが報告されている。これらはオタネニンジ

ン (Panax ginseng C.A. Meyer) のサポニンに類似し、同⼀の化学構造のものも数

種⾒出されている(29)。

分析法 ・数⼗種類のサポニンが分画、精製、構造決定され、加⽔分解後に、構成糖である

グルコース、キシロースがガスクロマトグラフィーにより分析されている

(1988044822) 。



有効性
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評
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循環器・

呼吸器

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

RCT

・慢性的なストレスや不安がある健康な成⼈男⼥72名 (試験群36名、平均

35.28±10.38歳、韓国) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験におい

て、1⽇おきのストレス負荷課題とともに、アマチャヅル葉抽出物200 mg×2回/⽇

を8週間摂取させたところ、不安評価尺度3種類 (5項⽬) 中1項⽬ (特性不安) のみ低

減が認められた。⼀⽅、他の4項⽬、⾃律神経系機能検査、⼼拍変動および⾎中ノル

エピネフリン、副腎⽪質刺激ホルモン、唾液中コルチゾール、α-アミラーゼに影響

は認められなかった (PMID:30599899) 。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=30599899&dopt=Abstract
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